
栃木県立鹿沼高等学校 ホッケー部 の活動方針及び年間活動計画等
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月 参加予定大会等 その他

４

〇 23(土)～24(日)　県高校総体ホッケー大会（補助員） ○ 校外練習(今市青少年スポーツセン
ター)

５

〇 13(金)～15(日)　インターハイ県予選会 ○ 校外練習(今市青少年スポーツセン
ター)

６

○ 4(土)～5(日)関東高等学校ホッケー大会（日光市） ○ 国体選手選考会実施

７

○ 校外練習(今市青少年スポーツセン
ター)

８

○ 7／30(土)～8／3(水)インターハイ（徳島県）

９

○ 校外練習(今市青少年スポーツセン
ター)

１０

○ 22(土)～23(日)　関東高校選抜県予選会

１１

○ 12日（土）～13日（日）　関東高等学校選抜ホッケー大会

１２

○ 校外練習(今市青少年スポーツセン
ター)

１

○ ２８(土)～２９(日)　中部支部合同練習会

２

○ 25(土)～26(日)　県高校新人ホッケー大会

３

○ 校外練習(今市青少年スポーツセン
ター)

一日の活動時間は、平日は２時間程度として１９時には完全下校とし、休業日は３時間程度とする。
定期試験初日の１週間前から定期試験実施期間（最終日を除く）は原則として活動を行わない。ただし、当該期間におい
ても、大会等参加の場合は、校長の承認を得て活動を実施することもある。

山本儀之（保健体育）　齋藤信行（地歴公民）　小田林貴子（英語）

部活動の実施に当たっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。怪我等の防止に努め、生徒間の話し合いを重視する。
栃木県予選での上位入賞、さらには関東選抜大会への出場を目指す。
活動を通して、挨拶・礼儀・マナーを身につけるとともに生徒同士や生徒と教員等との望ましい人間関係を構築していく
上で社会性を育てる。

生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。
学校生活や授業、部活動のバランスを考え、生徒が両立しやすい環境作りに努める。
生徒の技術・競技力の向上と生徒間の生徒同士や生徒と教師等の望ましい人間関係の構築を目的として、夏季休業中に２
泊３日の校内合宿を行う。
熱中症予防対策として、熱中症計を活用した活動のリスクマネジメントを構築する。
月１回程度、今市青少年スポーツセンター（日光市）での練習を実施する。

原則として、毎週日曜日を休養日とする。生徒の状況に応じて平日にアクティブレストを設ける。
大会参加等で日曜日の休養日が確保できなかった場合は、原則として翌月曜日を休業日とする。
長期休業中も学期中に準じた扱いとする。
原則として、８／１３～８／１６（お盆期間）、１２／３０～１／３（年末年始）


